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平
井
県
政
５
期
目
の
折
り
返
し

問
全
国
知
事
会
長
を
務
め
た
平
井
知

事
が
石
破
総
理
と
呼
応
し
な
が
ら
鳥
取

県
か
ら
の
地
方
創
生
を
主
導
し
、
令
和

の
改
新
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
が
、
残
り
任
期
２
年
に
臨
む
に

あ
た
り
、
知
事
の
意
気
込
み
を
伺
う
。

答
次
の
世
代
を
見
据
え
な
が
ら
、
地

域
と
人
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

地
方
創
生
を
主
導
し
、
こ
の
不
透
明
な

時
代
を
乗
り
越
え
る
礎
を
築
き
、
若
者

世
代
や
男
女
共
同
参
画
な
ど
新
し
い
視

点
を
県
政
の
中
心
に
据
え
な
が
ら
進
ん

で
い
き
た
い
。

問
昨
年
11
月
に
石
破
総
理
、
赤
澤
大

臣
な
ど
が
参
加
し
「
日
本
創
生
に
向
け

た
人
口
戦
略
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
と
っ
と

り
」
が
開
催
さ
れ
、
人
口
減
少
問
題
の

克
服
の
た
め
の
国
民
的
運
動
の
ス
タ
ー

河
上
　
定
弘 

議
員

選
挙
区

 

米
子
市

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

交
通
安
全
の
向
上
や
、
緊
急
時
の
避
難

路
や
輸
送
路
な
ど
最
大
限
の
効
果
を
発

揮
す
る
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
じ

め
大
災
害
で
の
復
旧
、
復
興
に
寄
与
す

る
た
め
に
も
、
鳥
取
南
北
道
路
、
北
条

湯
原
道
路
、
江
府
三
次
道
路
、
米
子
境

港
間
の
高
規
格
道
路
な
ど
の
道
路
イ
ン

フ
ラ
の
早
期
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
計
画
段
階
評
価
に
着
手
し
た
米
子

境
港
間
の
高
規
格
道
路
や
、
都
市
計
画

審
議
会
が
開
催
さ
れ
る
鳥
取
南
北
道
路

は
じ
め
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
に

向
け
、
残
り
２
年
の
任
期
内
で
筋
道
を

つ
け
た
い
。

問
本
県
の
地
理
的
優
位
性
と
災
害
リ

ス
ク
の
相
対
的
な
低
さ
に
加
え
、
防
災

イ
ン
フ
ラ
の
集
積
は
、
西
日
本
の
広
域

防
災
拠
点
の
中
核
と
位
置
づ
け
る
た
め

の
確
か
な
土
台
で
あ
る
。
令
和
８
年
度

の
新
設
が
予
定
さ
れ
る
防
災
庁
の
分
庁

的
拠
点
の
誘
致
も
含
め
、
国
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
防
災
の
砦
と
し
て
の
本

県
の
役
割
を
期
待
す
る
が
ど
う
か
。

答
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
、
陸
上
自

衛
隊
米
子
駐
屯
地
が
所
在
し
、
境
港
も

特
定
利
用
港
湾
に
指
定
さ
れ
、
後
方
支

援
の
拠
点
に
な
り
得
る
地
。
ま
た
鳥
取

大
学
医
学
部
付
属
病
院
は
、
今
後
の
整

備
計
画
で
災
害
時
の
拠
点
構
想
を
盛
り

込
ん
で
い
る
。
本
県
が
培
っ
て
き
た
防

災
体
制
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
活
用
し
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
に
備

え
、
防
災
庁
の
分
局
的
な
組
織
を
本
県

に
作
り
、
日
本
海
側
の
広
域
防
災
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
。

問
こ
の
度
の
米
不
足
を
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
中
、
県

内
の
農
業
生
産
額
１
千
億
円
の
目
標
達

成
や
食
料
自
給
率
の
向
上
に
む
け
重
要

な
柱
で
あ
る
水
田
農
業
の
今
後
の
政
策

展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

答
消
費
生
活
の
現
場
と
生
産
の
現
場

の
両
方
を
満
た
す
形
を
模
索
し
な
い
と

い
け
な
い
。
政
府
に
も
し
っ
か
り
訴
え

て
い
く
。
ま
た
、
米
価
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
新
た
に
月
２
回
実
施
す
る
こ
と
に

加
え
、
小
規
模
な
農
業
者
向
け
の
新
し

い
機
械
導
入
支
援
や
、
生
産
効
率
の
向

上
、
省
力
化
な
ど
の
支
援
を
通
じ
、
米

の
増
産
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。

問
本
年
、
戦
後
八
十
年
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
平
和
へ

の
思
い
と
県
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
を
い
か
に
守
り
、
次
世
代
へ
繋
げ
て

い
く
つ
も
り
か
伺
う
。

答
こ
の
機
に
平
和
へ
の
思
い
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
、
繋
い
で
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、

県
と
し
て
、
記
念
事
業
「
平
和
の
祈
り

と
誓
い
の
集
い
」
の
実
施
を
検
討
中
。

ト
が
力
強
く
宣
言
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
動
き
を
更
に
全
国
に
広
め
る
た
め

に
、
人
口
最
少
県
の
鳥
取
県
で
全
国
の

知
事
が
一
堂
に
会
す
る
全
国
知
事
会
議

を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答
人
口
減
少
に
関
す
る
議
論
を
深
め

て
い
く
た
め
に
も
、
47
都
道
府
県
が
集

ま
る
全
国
知
事
会
議
で
人
口
最
小
県
の

実
情
や
奮
闘
を
見
て
も
ら
い
、
実
感
し

て
も
ら
う
こ
と
は
重
要
。
来
年
の
夏
の

本
県
開
催
を
目
指
し
た
い
。

問
本
県
に
も
影
響
が
大
き
く
生
じ
て

い
る
物
価
高
騰
や
ト
ラ
ン
プ
関
税
に
対

し
て
、
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
策
を
講
じ

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
県
民
生
活
に
影
響
が
出
て
お
り
、

対
策
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
緊
急

対
応
と
し
て
、
生
活
困
難
者
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
対
策
支
援
を
実
施
し
た
い
。
ま

た
、
国
際
情
勢
や
国
の
新
た
な
追
加
対

策
を
見
な
が
ら
、
今
後
も
機
動
的
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

問
道
路
交
通
網
は
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
を
解
消
し
て
こ
そ
、
渋
滞
緩
和
、

農
業
政
策
の
展
開

戦
後
八
十
年
を
迎
え
て

物
価
高
騰
へ
の
対
応

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
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新
体
制
ス
タ
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ト

一
般
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常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果

とっとり県議会だより


